
Ⅰ　2014年版　茨城県の結核統計年報のポイント

○ 新登録結核患者数３８７人、罹患率（人口１０万対）１３.３は、昨年に比べて幾分増加し
県の目標値（罹患率１１.０以下）におよばない。
全国１９,６１５人、罹患率（人口１０万対）１５.４

・ ２０１３年県３８２人、罹患率（人口１０万対）１３.０
   全国２０,４９５人、罹患率（人口１０万対）１６.１

○ 高齢者の罹患率が高く、新登録結核患者の内６０歳以上の占める割合が６７.２％である。
また、６０歳代の罹患率（人口１０万対）が１１.９で、７０歳以上は３８.５と年齢階級
別罹患率が高い。全国６０歳以上７１.５％

・ ２０１３年県６７.８％（全国７１.２％）

○ 外国人の結核患者が多く、新登録患者中に占める外国出生患者の割合が全国よりも高い。
県７.５％(全国５.６％）

・ ２０１３年県７.９％（全国５.２％）

○ 潜在性結核感染症（ＬＴＢＩ）新登録患者数は昨年に比べて増加した。
県１６０人（人口１０万対）５.５、全国７５６２人（人口１０万対）６.０

・ ２０１３年県１１９人(人口１０万対）４.１、全国７１４７人（人口１０万対）５.６

○ 発病から初診までの期間が２ヶ月以上経過している割合は、昨年に比べて増加が見られた。
県２３.９％（全国１８.８％）

・ ２０１３年県１２.８％（全国１８.１％）

○ 年末総登録結核患者中病状不明割合は全国よりも低く、昨年に比べて減少した。
県１９.９％（全国２１.４％）

・ ２０１３年県２８.１％（全国２３.３％）

○ 結核の治療状況に関しては「PZAを含む４剤の処方」による割合が昨年に比べて幾分減少し
たが、全国を上回っているため適正医療が浸透している。
県８５.７％（全国８３.８％）

・ ２０１３年県８９.６％（全国８３.０％）
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